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複数の放射光施設をまたいでデータ収集するようなことが、 
PhoSICビームラインの横断的利用によって可能となる。 
最小限の時間で必要なデータが揃う。 

PhoSICビームラインの横断利用を最適化し 
総合的なデータ収集をユーザーに提供する。 

コンセプト 

方 針 



ビームライン配置案 
■ 「横断的利用」「実験内容の秘匿性の担保と安全性の確保の両立」を

踏まえ、配置を検討 

■ ＥＳハッチのデザイン（必要なワークスペースや秘匿性、安全性の両立から大きさと形と配置を決める） 
■ インターロックシステム 
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